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人をつなぎ・人がつながる
（前例を超える・前例を創る）



今日のお話

2

はじめに
1．骨髄バンクで見た、つながり
2．がん対策で見た、つながり
3．医療政策人材養成講座で見た、つながり
4．ロジックモデルに見る、つながり
つながる/前例が生じる



あらかじめの、おことわり
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昔話が多くて恐縮です。
私の周辺で発生し、私が目撃した「人がつながる」現象
を描写しておきます。
私が参画したことですが、私が貢献したことはごく一部で
あり、その功績は、多様な立場の、数々の見える人・見
えない人に帰属します。
これまでお世話になった方々、ご教示いただいたみなさま
にこの場を借りてお礼申し上げます。



はじめに
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ここでのお話

5

①ジャーナリスト時代
②白血病、骨髄移植、医療事故（闘病記）
③受苦とパッション



①ジャーナリスト時代（紀元前）
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・住友銀行「ニュー資産家を狙え」 提案営業
で土地がらみ融資拡大．1989.8.14
・土地に魅入られた銀行 ふくらんだバブルの
証券化が始まる．1990.1.29
・土地・株 総決算．1990.12.31
・東京都 デベロッパー行政の実像．
1991.4.15
・生き残れるかノンバンク バブル崩壊、新たな
役割を模索．1991.6.3
・土地神話は還らず．1991.9.16

・雑誌記者。企画、取材、構成、図表、見出
しまで一貫して作成
・調査報道。金融バブル報道。などいろいろ。



②闘病記（目次）



（つづき）



シーン：白血病と言われ



シーン：チーム解散式



シーン：ボランティア⇒アドボケート⇒



「しっかりやってね」とTさん
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スマホの待ち受け画面

命が助かったら、
患者さんの役に立
つことをしたい



③受苦（pathos）から情熱（passion）へ？

• ギリシア語で，〈受動的状態〉〈感情〉〈情
念〉などの意。英語読みでペーソス。passion
やpatienceとも同系で，〈受苦〉〈受難〉〈苦
悩〉などを含意する。

• 「論理（ロゴス）」「信頼（エトス）」「情熱
（パトス）」の3本柱。

・受苦と情熱は語源は同じ⁉
・「受動の能動」。（悪い意味でなく）「やらされています」



ここまでのまとめ
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人質を取られたかたちの闘病という状況
斜に構えたモラトリアム人間⇒「目的のためにはあらゆる
手段を」
「言って（書いて）なんぼ」⇒「変わってなんぼ」
“挫折”からのスタート
「自分がする」⇒「させてもらっている」
「受動の能動」



１
骨髄バンクで見た
つながり
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ここでのお話
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骨髄バンクとは
事務局長になった経緯
骨髄バンクの3大改革
①コーディネート迅速化
②ドナー登録方式改革
③財政改革
トピック
a 移植件数・移植成績開示
b 世界同時多発テロ・緊急輸送
c ドナー事故案件



骨髄バンクとは：社会の仕組みとして

ボランティア

骨髄バンクの仕組み。マルチステークホルダーがフラットに。指示命令系統でなく、
目的のための善意で駆動される組織。それだけに経営や計画はより複雑系に。

出典：日本骨髄バンク（一部改変）



①コーディネート迅速化（手遅れをなくす）

待ちきれない患者さん
「平均日数を1日短縮ごとに、あと1人が受けられる」
5億3000万円の政府補助（平成11年度補正）
「ＢＰＲ(業務の抜本的改革）」「業務コンピューター
化」「マニュアル作成」
13年1月「コーディネート支援システム」稼動
移植完了までの日数 約250日⇒約150日（迅速
コース）



コーディネート迅速化
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260日から90日に。180人が移植を受けられて、100
人が助かる（という計算に）。
「助かるはずの命を助ける」



②ドナー登録方式改革

登録が少ないのは国民意識ではなく、不便だから
不便な登録窓口⇒「身近なところ」で登録会
集団登録会開催⇒「献血会場でドナー登録」（献血
併行方式）本格開始
省通達等で「地方行政主導、日赤協力の献血併行方
式」が主流に。年1000回へ
全国約500人の協力ボランティア「説明員」ネット形成
ドナー登録者の5割が登録会経由に（チャネル改革）
日赤窓口でのＰＲ・登録へ



当時の記事から
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献血会場での骨髄登録に壁
「日赤が非協力的」との声
1つの社内通達が原因？
献血会場で骨髄登録が日常的に行われているベストプ
ラクティス地区がある
影響力あるステークホルダーからの要望
方針変更に



③財政改革と保険適用

 「頑張るほど赤字になる」逆インセンティブ体質を変える
政府補助金増額：1億3000万円⇒2億5000万円（12年度～）⇒4億

3000万円（15年度～）⇒4億9000万円（17年度）
患者負担金の増額
軽減策＝医療保険適用運動：検査代8万4000円の患者還元（約5000
万円）（12年度～）、15万円の追加還元（約1億円）（14年度～）

ドナー保険（患者負担）値下げ 約14万円⇒2万5000円（11年度）
 「税額控除対象」明確化（最大9万2000円還付）（15年～）
 「減額免除」⇒15年度から政府補助化、適用拡大
 「患者負担金支援募金」キャンペーン：各方面からご協力
黒字転換：5年間累積赤字1億9000万円⇒14年度黒字6700万円）
患者負担金の値下げへ



ステークホルダーに、手分けして働きかけ

厚労省

財務省

学会

内保連合

中医協

医師会
財団 ボランティア

患者 国民

議員



トピックa 成績開示
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件数開示⇒生存状況開示⇒リスク調整生存率開示

出典：当時の公開資料



トピックc ドナー事故
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ドナーさんへのフォロー⇒ドナーさんからの“ゆるし“⇒ドナーさんに研修会で講演をいただく⇒



ここまでのまとめ
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「ドナーなし、システムなし」では、医療者も何もできない
マルチステークホルダーのフラットな関係の場
ドナーさんが「ありがとう」と言う驚き
志で駆動されているシステム。「絶対的利他の喜び」「報
酬がないとき、人が一番がんばれる」
無縁で遠いつながりの知らない人が、助け合い、価値を
生む



2
がん対策で見た
つながり
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ここでの話
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①がん対策基本法とは
②がん対策推進協議会にて
③「がん政策サミット」と六位一体
④ロジックモデルで熟議
トピック
①患者体験調査
②全国がん登録
③データセット



行政主導から政治主導のプロセスに変更

「がん対策基本法」は、a.プロセス b.内容の両面において、大きな転換を起こした。

a. プロセス

「がん対策基本法」の下に作成された、「がん
対策推進基本計画」において、患者関係者の
役割について明記

「がん患者及び患者団体等は、がん対策において担う
べき役割として、医療政策決定の場に参加し、行政機
関や医療従事者と協力しつつ、がん医療を変えるとの
責任や自覚を持って活動していくこと。また患者団体
は必要に応じて議論を重ね、より良い医療体制を実現
するため連携して行動すること。なお、そのためには、
行政機関をはじめ社会全体で患者団体の支援を行っ
ていく必要がある。」

患者が医療政策決定に入ることが明確に示さ
れた公的文書

b. 内容

従来型

医療界
要望

行政府
立案

立法府
オーソライズ

行政府
実施監督

医療界
実施

今回

立法府
方針策定

行政府
実施監督

医療界
実施

患者/市民

患者/市民
要望

医療界
要望

: 影響大
出典：「がん対策推進基本計画」
（がん対策推進協議会審議を経て、2007年6月15日閣議決定）

①がん対策基本法とは



「がん対策基本法」に至る道
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第１段階（布石）：2005年5月ごろ～がん患者団
体有志による国会議員への陳情。公明党、民主党が、
がん部会設置。継続的な大臣との対話
第２段階（法案提出）：2006年3月、民主党法案、
公明党法案骨子。議員立法へ
第３段階（ラストドラマ）：2006年5月、山本議員が
自らのがんを告白して対策訴え、自民党議連設立（患
者団体参加）。協議会患者参加明記、全会一致成
立、附帯決議（患者団体参加）



がん対策基本法から生まれた体系
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がん対策基本法

がん対策推進協議会

がん対策推進基本計画

がん計画のPDCAと評価

がん対策予算

診療報酬改定

がん対策推進条例

がん対策推進協議会

がん対策推進計画

がん計画のPDCAと評価

がん対策予算

地域医療介護総合確保基金等

国レベル 都道府県（地域）レベル

患
者
・
住
民
・
市
民
・
国
民

地
域
の
医
療
ケ
ア
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

患者参加

相互影響



②がん対策推進協議会で

厚生労働省のがん対策推進協議会「提案書取りまとめ
ワーキンググループ」座長として、提案書をとりまとめ、大
臣に提出



舛添厚生労働大臣（当時）発言

私が非常にこれを高く評価いたしておりますのは、これから政府とい
うか霞が関というか予算編成というか、これを変えていくというときに、
やっぱり現場の声が一番大切ですから、そういう形で現場の皆さん
がまとめられたものを予算編成していくという非常に画期的なものだ
というふうに思っておりますので、ぜひこういう取組みを今後ともお続
けいただきたいと思います。
だれが政権を担おうと、 どの政党が政権をとろうと、現場の声をき
ちっと反映させた予算をつくるということが、 これからの日本の新しい
政治のやり方だと思っておりますので、皆様方のここでのご議論 が、
これからの日本のがんについての行く末を決める大きな推進力にな
るということで、 大変ご期待を申し上げております。

出典：第10回がん対策推進協議会議事録



①要旨9P

②提案書本文74P

③施策シート集73P

④アンケート回答集250P
⑤タウンミーティング意見集40P

34



ロジックモデルと評価シートでみんなで熟議

35出典：がん政策サミット ウェブサイト

全国から集まった6位1体メンバーが、都道府県がん計画を中間評価



立法府

医療提供者

民間メディア

行政府 患者/患者団体

六位一体モデルの定着

36

共
通
の
ゴ
ー
ル

共通のゴールに向け、対立的でなく協調的に、共通の阻害要因を排除し、共通の解決策
の実現に協働することが、変化を生みアウトカムを達成する近道になる

出典：がん政策サミット ウェブサイト



2006      2007      2008     2009     2010       2011       2012      2013       2014      2015       2016      2017       2018

がん対策基本法制定

今

全体目標 （未達／不明）
1. がんによる死亡減少

2. がんによる苦痛の軽減、
QOLの向上

3. がんになっても安心し
て暮らせる社会の構築

がん対策推進基本計画
(第2次)

がん対策推進基本計画
（第1次）

対策が、患者に届いているのかという問い
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都道府県がん対策推進計画
（第１次）

都道府県がん対策推進計画
(第2次)

次期計画
(第3次)

次期計画
(第3次)

がん対策基本法改正がん対策基本法施行

がん対策“元年”

↓次期計画策定中

がん対策 量の時代 ⇒ 質の時代 ⇒⇒ 成果の時代

出典：がん政策サミット2017年資料から



ロジックモデルの意味
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患者にとっての成果
（アウトカム）

患者がどうなったかの指標
（アウトカム指標）

やったことで患者がよ
くなったのかの評価

（効果評価）

○○の予算で◎◎を実施
（痛みを取る対策）

痛みがない=ゴール

出典：誰にでもできる! がん計画中間評価ガイドブック p5 加筆

北極星



国の第4期がん対策推進基本計画のロジックモデル

39出典：がん対策推進協議会資料 2022年12月7日

患者体験調査由来の指標が多数



a 患者体験調査に由来する指標の例

40出典：患者体験調査報告書 平成30年度調査

別冊に全国値の他に都道府県別の数値が掲載されています



b 全国がん登録
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がん対策基本法制定の際に積み残し
議連が休眠
議連が再始動
再開時の最初のアジェンダ（取り組むテーマに）
がん登録法成立
全国がん登録スタート
ロジックモデルと指標の重要指標源に



C 評価支援シート（ロジックモデルと指標）

42

がん患者のからだ、こころ、
生活の苦痛が軽くなっている

緩和ケア
が提供さ
れている

不安解消
のための
相談支援
が行われ
ている

つらさに
対処され
た

がん対策 分野別のロジックモデ
ル例（医療提供体制分野）
（指標と実測データ付）
地域の患者アウトカムを、患者ア
ウトカム指標で確認し、熟議



患者さん状態の地域差を均てん化（みんなベストに）

43出典：https://public.tableau.com/app/profile/ken.hanioka/viz/221012/sheet0_1



ここまでのまとめ
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「患者主導の六位一体」
「相手でなく原因を責め、ともに原因を解決する」という
社会変革
「患者参画」「実質的な議論」「ロジックモデル」がある
「場づくり」が鉄板
他の疾病・対策へのモデル



3
医療政策人材養成
講座で見た
つながり

45



ここでの話

46

①HSP/H-PAC、とは
②4つのステークホルダー（ともに生きる）とは
③「医療を動かす」とは
トピック
a 同窓会・アウトプット
b シンポジウム
c 地域医療計画実践コミュニティー（RH-PAC）



①HSP/H-PACとは（HSPサイト）

47

・医療政策決定に参加できる人材育成
・患者・提供者・立案者・メディア
・正解ではなくコンセンサス形成
・議論ではなく実践を伴う改革



①HSP/H-PACとは（H-PACサイト）

48



②4つのステークホルダーとは

出典：月刊病院2005年12月
「東京大学医療政策人材養成講座～立場を超えた討議が“行動”への動機を生む」



②4つのステークホルダーとは（フラットに同居）



③「医療を動かす」とは

51



HSP本・HPAC本

52



H-PAC本の目次（抜粋）

53



社会変革活動・戦略プラン作成シート
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立場も思想も異なっても、プロジェクトは完遂できた

H-PAC1期生の思想マッピング



トピックa アウトプット例

56

同窓会幹事の前村さんから説明いただきます



トピックb シンポジウム
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トピックc 地域医療計画実践コミュニティー（RH-PAC）

58出典：2021年4月16日 吉田真季さん 乃木坂スクール講義資料



施策・指標マップ（ロジックモデル）
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都道府県への波及
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ここまでのまとめ

61

アウトプット、インパクト志向（医療を動かす）
患者、医療提供者、政策立案者、メディアの4位一体
（共に生きる）
批判でなく代案を（一人称で考える）
「良い場」は、立場・思想を超える
結果として、アウトカムにインパクトがある施策を生む
ソーシャル・チェンジ・オーガナイザー（社会変革家）を
生みやすい場のモデル
「施策・指標マップ」も、この流れからのアウトプット



4
ロジックモデルに見る
つながり

62



ここでの話

63

①2023年ロジックモデル躍進の年
②ロジックモデルとは
③ロジックモデルの意味
④ロジックモデルの波及経路



①2023年、ロジックモデル躍進の年

64

年月 分野 主体 内容
1 2022年5月25日 医療計画 厚生労働省（医政局） 検討会において、第8次医療計画でロジックモデルを活用する方針を打ち出す

2 2022年9月5日 がん対策 厚生労働省（健康局） がん対策推進協議会で第4期計画でロジックモデルを活用する方針を打ち出す

3 2022年11月11日 がん対策 厚生労働省（健康局） がん対策推進協議会で「第4期がん対策推進基本計画ロジックモデル（案）」として10
枚の図を提示（12月7日に24枚に）

4 2022年11月18日 歯科口腔保健 厚生労働省（医政局歯科
保健課）

厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会第14回歯科口腔保健の推進に関する専門委員
会にて、歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（第2次）（歯・口腔の健康づくりプ
ラン）でロジックモデルを活用することを表明

5 2022年12月6日 循環器病対策 厚生労働省（健康局） 第2期循環器病対策推進基本計画案でロジックモデルの文言を記載

6 2022年12月7日 がん対策 厚生労働省（健康局） 第4期がん対策推進基本計画にロジックモデルの文言を記載

7 2022年12月28日 医療計画 厚生労働省（医政局） 検討会とりまとめにおいて、第8次医療計画でロジックモデルを活用する旨を記載

8 2022年12月8日 障害福祉計画 参議院厚生労働委員会 「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等の一部を改正する法
律案」附帯決議に「ロジックモデル等のツールの活用を促す」の文言

9 2023年2月10日 歯科口腔保健 厚生労働省（医政局歯科
保健課）

歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（第2次）（歯・口腔の健康づくりプラン）の
補足資料でロジックモデルの図が掲載

10 2023年3月8日 障害福祉計画 厚生労働省（社会・援護
局）

「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指
針」改正案告示に「障害福祉計画等の策定に当たっては（略）ロジックモデル等のツー
ルの活用」の文言

11 2023年3月30日 医療計画 厚生労働省（医政局） 局長通知および課長通知（作成ガイドライン）で「ロジックモデルを活用する」とし、
図も掲載

出典：演者作成



②ロジックモデルとは（厚労省課長通知）
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厚生労働省医政局地域医療計画課長通知
 疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について
2023年3月31日



ロジックモデルとプログラム評価理論の基礎
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分野アウトカム中間アウトカム
②アクティビティ
・③アウトプット
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★
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◆

◆

◆

◆

◆ ★

①インプット

★

●

●

●

●

●

●

⑨セオリー評価
⑩プロセス評価
⑪インパクト評価
⑫コスト・パ
フォーマンス評価

⑤
イ
ン
パ
ク
ト

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ｃ評
価

アウトカム指標
プロセス指標
ストラクチャー指標

★

● 資源投入量
（計〇円、〇人、〇時間、など）

指標凡例 ④アウトカム

◆ アウトプット計測値

指
標

⑥アウトカム指標
⑦プロセス指標
⑧ストラクチャー指標

出典：地域医療計画評価・改定マニュアル

基本図



①インプット（投入）：施策や事業に費やした資金、人、物などの資源
②アクティビティ（活動）： 施策や事業の実施
③アウトプット（結果）：施策や事業を実施して、実施主体側に生じたこと
④アウトカム（成果）：施策や事業が、働きかけた対象にもたらした変化
⑤インパクト（効果）：アウトプットがアウトカムに及ぼした影響
⑥アウトカム指標（成果指標）＝O（Outcome）：住民の健康状態や、患者の状態を測
る指標
⑦プロセス指標（過程指標）＝P（Process）： 実際にサービスを提供する主体の活動や、 
他機関との連携体制を測る指標
⑧ストラクチャー指標（構造指標）＝S（Structure）：医療サービスを提供する物的資
源、人的資源、 および組織体制、外務環境、対象となる母集団を 測る指標
⑨セオリー評価（整合性評価）：目的と活動の論理整合性を確認し、価値判断すること
⑩プロセス評価（実行評価）：決めたことを実行したかを確認し、価値判断すること
⑪インパクト評価（効果評価）：アウトプット（結果）がアウトカム（成果）に効果を
もたらしたか を確認し、価値判断すること
⑫コスト・パフォーマンス評価（費用対効果評価）：インパクト（効果）によってイン
プット（費用や労力）が正当化で きるか、見合っているかを確認し、価値判断すること
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出典：地域医療計画評価・改定マニュアル

＊似たカタカナでも意味レベルがまったく異なるので注意

用語解説



③ロジックモデルの意味

68

患者にとっての成果
（アウトカム）

患者がどうなったかの指標
（アウトカム指標）

やったことで患者がよ
くなったのかの評価

（効果評価）

○○の予算で◎◎を実施
（痛みを取る対策）

痛みがない=ゴール

出典：誰にでもできる! がん計画中間評価ガイドブック p5 加筆

北極星



ロジックモデルのネットワークネットワークが働いていく
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データセット

ロジックモデル
ネットワーク

情報源と指標
データセット

因果推論
統計解析

熟議の場



④ロジックモデルの波及経路

第5次医療計画

2004-2008 2011   2012   2013   2014   2015   2016   2017   2018   2019   2020   2021   2022   2023   2024 
年度

医
療
計
画

第6次医療計画…

RH-PAC
地域医療計画実践コミュニティー
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策定 第7次医療計画策定 第8次…策定中間評価

基
本
方
針

作
成
指
針

地域医療
構想策定

東京大学 医療政策人材養成講座 HSP

東京大学公共政策大学院
医療政策実践コミュニティー H-PAC

地域医療計画評価ネットワーク

地
域
医
療

構
想
Ｇ
Ｌ

基
本
方
針

作
成
指
針

基
本
方
針

作
成
指
針

出典：2022年5月13日 吉田真季さん 乃木坂スクール講義資料 一部改変



④ロジックモデルの波及経路（RH-PLANETから）

71出典：2022年5月13日 吉田真季さん 乃木坂スクール講義資料



ここまでのまとめ
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患者アウトカム（患者・当事者が望む状態）から
患者アウトカム指標（患者・当事者の状態を示す指
標）に着目
「右から考える」≒「患者主導の六位一体の医療改革」
「ロジックモデル」は「オセロの隅石」
六位いずれにもメリットをもたらす
日々闘わなくても、「ロジックモデル」がインパクトある改革
を「自働化」する
さあ、医療福祉を共に動かす「中味」の議論へ！



つながる
前例ができる

73



ここでの話

74

①「一歩踏み出す」、みんなのリーダーシップ
②バタフライステートメント
③地域発の六位一体の広がりに期待



①みんなのリーダーシップの旅
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野田智義さんのリーダーシップ論
カリスマではない。最初からリーダーではない
見えないもの（課題が解決されている姿）を夢見る
不安の中で一歩踏み出し懸命に歩み続ける
新たな景色や光が見えてくる
いつの間にか人が付いてきている
自分の夢がみんなの夢になる
結果的にリーダーと呼ばれるようになる



アドボケートの旅

76

受苦

受難

運命

脱自己化
使命化

課題解決型
行動

フォロワー
責務感

原点を維持
した展開

何で私
が？

私だけじゃ
ない。どう
して？

言うだけ
じゃだめ。
変えて、な

んぼ

力があるも
のには、責
任が宿る

もうこんなこ
とが起こらな
いように。こ
れは、私の
仕事だ

仲間がいる。
同志と共に

みんなの
夢に

出典：ゆきさん企画 乃木坂スクール 生きた教科書「でんぐりが
えしプロジェクトⅡ」 2017年11年8日 埴岡スライド一部改変

ミッションを明確に

地域・現場で
感じた義憤



②バタフライエフェクト
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バタフライエフェクト（butterfly effect, バタフライ効
果）とは、ほんの些細な事がさまざまな要因を引き起こ
した後、非常に大きな事象の引き金に繋がることがあると
いう考え方のこと。

出典：https://makitani.net/shimauma/butterfly-effect



アウトカムに向けた、それぞれのはばたき
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患者にとっての成果
（アウトカム）

患者がどうなったかの指標
（アウトカム指標）

出典：誰にでもできる! がん計画中間評価ガイドブック p5 加筆

北極星



バタフライステートメント
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理念（ビジョン）：地域住民がよくなっている
使命（ミッション）：地域住民をよくする
価値（ヴァリュー）：①地域を動かす（インパクト志
向）、②住民主体の六位一体（マルチステークホル
ダー、ともに生きる、場づくり）、③利他ボランタリー精神
行動指針（プリンシプル）：一人称で語る、ロジックモ
デルを活用する、前例を創る



③さあ、車座になって模造紙を広げましょう

80



これから、だわね（Tさんたち）
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まとめ
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つなぐ⇒つながる、変える⇒変わる
「当事者の当事者による当事者のための医療福祉」を
六位一体で追い求めていく
ロジックモデルの活用⇒ヴェルヴェット革命/シルク革命
ビジョン、ミッションに基づくバタフライたちに、1人ひとりがな
り、バタフライエフェクトが生まれる



参考サイト
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https://www.hanioka.org/
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